データ転送 （ OBEX ™ 通信）の準備の流れ . 

データ通信の準備の流れ . 

FOMA 端末とパソコンを接続する . 

インス I -ール/アンインス I -ール時の注意点 . 

L -01 C 通信設定ファイル（ドライバ）をインストールする . 

インストールしたし〇 1 C 通信設定ファイル（ドライバ）を確認する••… 
L -01 C 通信設定ファイル（ドライバ）をアンインストールする . 

ドコモコネクションマネージャを使って通信の設定を行う 

ドコモコネクションマネージャについて . 

ドコモコネクションマネージャをインストールする前に . 

ドコモコネクションマネージャをインス!-ールする . 

ドコモコネクションマネージャを起動する . 

ドコモコネクションマネージャを使わずに通信の設定を行う 

ダイヤルアップネットワークの設定 . 

通信祈5 . 

AT コマンドについて . 


バソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは、 L -01 C でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、 CD - ROM 内の 
「し〇 1 C 通信設定ファイル（ドライバ)」「ドコモコネクションマネージャ」のインストール方法などを説 
明しています。お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。 


し〇 1 C パソコン接続マニュアル 

デ-^言 . 1 


U 3456780 1 235 657r 
1 1111 122 C 





















FOMA 端末から利用できるデータ通信 


FOMA 端末をパソコンと接続して、バケツト通信とデータ転送 （ OBEX ™ 通信）によるデータ通信をご利用 
いただけます。 

• 64K データ通信には対応していません。 

• Remote Wakeup には対応していません。 

• FAX 通信はサボートしていません。 

• ドコモの PDA「sigmarion IE」 には対応していません0 


F —夕転送 （ OBEX ™ 通信) 


画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを、他の FOMA 端末やパソコンなどとの間で送受信します。 



• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売) 

• microSD 力ード 

• ドコモケータイ datalink 


お知らせ 

• ドコモケータイ datalink では、本 F0MA 端末からパソコンへの画像送信は行えません。 

• F0MA 端末で全件データ受信時、通信が中断され全件転送できない場合は、 F0MA 端末内のデータを全件削除 
してから再度操作してください。 


パケット通信 


送受信したデータ量に応じて通信料金がかかる％ 1 通信方式です。ネットワークに接続したままの状態で必要な 
ときにのみデータを送受信する使いかたに適しています。通信環境やネットワークの混雑状況の影響により通 
信速度が変化するベストエフォート方式による提供です。 

ドコモのインターネット接続サービス rmopera UJ など、 FOMA バケット通信に対応した接続先を利用して、 
受信時最大 7.2 Mbps /送信時最大 384 kbps (ベストエフォート方式）“の高速通信を行うことができます。 

※1多量のデータ通信を行うと、通信料金が高額になりますのでご注意ください。 

※2 • 最大 7.2Mbps •最大 384kbps とは、技術規格上の最大値であり、実際の通信速度を示すものではありません。 
実際の通信速度は、ネットワークの混み具合や、通信環境により異なります。 

• F0MA 八イスピードエリア外や HIGH-SPEED に対応していないアクセスポイントに接続するときは、通信 
速度が遅くなる場合があります。 


し01 C は、海外でも 3 G または GPRS のバケツト通信に対応したアクセスポイントを利用して、データ通信 
ができます。 






















ご利用にあたっての留意点 

インターネットサービスプ□バイダの利用料について 


インターネットを利用する場合は、ご利用になるインターネットサービスプ□バイダ（以降プ□バイダ）に対 
する利用料が必要になります。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接プ□バイダにお支払い 
いただきます。利用料の詳細については、ご利用のプ□バイダにお問い合わせください。 

ドコモのインターネット接続サービス 「 moperaU 」 をご利用いただけます 。 「mopera U 」 をご利用いただ 
く場合は、お申し込みが必要（有料）となります。 


接続先（プ□バイダなど）の設定について 


パケット通信を行うときはパケット通信対応の接続先をご利用ください。 

• DoPa のアクセスポイントには接続できません。 

• rmoperaj のサービス内容および接続設定方法については 「mopera」 のホー厶ページをご確認ください0 
http://www.mopera.net/mopera/index.html 


パケツト通信の条件 


FOMA 端末とパソコンなどを接続して通信を行うには、次の条件％が必要になります。ただし、条件が整って 
いても基地局の混雑状況や電波状態によって通信できないことがあります。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル〇2 (別売）が利用できるパソコンであること 

• FOMA サービスエリア内であること 

• アクセスポイントが RDMA のバケット通信に対応していること 
※日本国内の場合です。 



動作環境 


データ通信を利用するためのバソコンの動作環境は次のとおりです。 

• 動作環境の最新情報についてはドコモホームページをご確認ください。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

• PC/AT 互換機で CD-ROM ドライブが使用できる機器 

• USB ポー ト (Universal Serial Bus Specification Rev 1 . 1 / 2.0 準拠) 

• ディスプレイ解像度800 x 6◦◦ドット & 5 、 High Color (65,536色）以上を推奨 

0S" 1 

• Windows 7 (32 ビット/ 64ビット） 

• Windows Vista (32 ビット/ 64ビット） 

• Windows XP 

必要メモリ ％ 2 

• Windows 7 (32 ビット）：1 G バイト以上 

• Windows 7 (64 ビット）： 2G バイト以上 

• Windows Vista : 51 2M バイト以上 

• Windows XP :1 28M パイト以上 

八ードディスク容量 # 2 ※ 3 

• 5M バイト以上の空き容量 

Web ブラウザ ％ 4 

• Internet Explorer 6.0 以上 

メールソフト ％ 4 

• Windows メー ル、および Outlook Express 6.0 


※1 0S のアップグレードや追加 • 変更した環境での動作は保証いたしかねます。 

※2必要メモリ、八ードディスク容量は、パソコンのシステム構成によって異なる場合があります。 
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ドコモコネクションマネージャは、1 0 M バイト以上の空き容量が必要です。 

ドコモコネクションマネージャの場合のみ必要な動作環境です。 

ドコモコネクションマネージャは、1024 X 6◦◦ドット以上が必要で、1024 X 768ドット以上を推奨します。 


メニューが動作する推奨環境は Microsoft Internet Explorer 7■◦以降です 0 
CD - ROM をセットしてもメニューが表示されない場合は次の手順で操作してください。 

① 「© (スタート)」 ► 「コンピューター」を順にクリックする 

■ Windows Vista の場合 

「@ (スタート)」 ► 「コンピュータ」を順にクリックする 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「マイコンピュータ」を順にクリックする 

② CD - ROM のアイコンを右クリック ► 「開く」を選択 

③ 「 index . html 」 をダブルクリックする 

※ Windows XP の場合、推奨環境は Microsoft Internet Explorer 6.0 以降です。 

付属の CD - ROM をパソコンにセットすると、警告画面が表示される場合があります。この警告は 、 Microsoft 
Internet Explorer のセキュリティの設定によって表示されますが、使用には問題ありません。[はい]をクリック 
してください。 


必要な機器 


データ通信を利用するには、 FOMA 端末とパソコン以外に次の機器、およびソフトウェアが必要です。 

• F 0 MA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）または FOMA USB 接続ケーブル（別売） 

• L -01 C 用 CD-ROM (付属品） 

お知らせ 

• USB ケーブルは、専用の F 0 MA 充電機能付 USB 接続ケーブル02、または FOMA USB 接続ケーブルをお買 
い求めください。パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状が異なるため使用できません。 

• USB HUB を使用すると、正常に動作しない場合があります。 


データ転送 （OBEX™ 通信）の準備の流れ 


FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）をご利用になる場合には、し01 C 通信設定ファイルをイン 
ス I -ールしてください。 



3 4 5 

※※※ 
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FOMA 端末とバソコンを接続してバケツト通信を利用する場合の準備の流れは次のとおりです。 



L -01 C 通信設定ファイルとドコモコネクションマネージャについて 

L -01 C 通信設定ファイル（ドライバ） 

FOMA 端末とパソコンを RDMA 充電機能付 USB 接続ケーブル〇2 (別売）で接続して、パケット通信やファイル 
転送をするために必要なソフトウェア（ドライバ）です。 

ドコモコネクションマネージャ 

バケツト通信の接続先 （ APN ) やダイヤルアップなどの設定を簡単に行うためのソフトウェアです。 
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FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 02 (別売）で接続する方法について説明し 
ます。 


[ USB モード設定 


USB モードを設定する 


FOMA 端末の 「 USB モード設定」を「通信モード」にします。 

] 「各種設定」 ► 「その他」 ►「 usb モード設定」 



2 「通信モード」 


お知らせ 

• L -〇 1 C 通信モード動作中は、 USB モード設定の変更はできません。 


FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）で接続する 


1 FOMA 端末の外部接続端子カバーを開け （❶)、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケープ 
ル02の夕+部接続コネクタをラベル面を上にしてまっすぐ「カチッ」と音がするまで差 
し込む （❷） 

9 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02の USB コネクタをパソコンの USB 端子に 
接続する （❾） 
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取り外しかた 

① FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）の外部接続コネクタのリリースポタンを押しながら、まっすぐ 
引き抜く （❶） 



②パソコンの USB 端子から FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02を引き抜く （❷） 


お知らせ 

• 通信の切断、誤動作、データ消失の原因となるため、データ通信中に FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル〇2 
を取り外さないでください。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル〇2のコネクタは無理に接続しないでください。故障の原因となります。 
各コネクタの向きや角度が正しくないと、接続できません。各コネクタの向きや角度が正しいときは、強い力を 
入れなくてもスムーズに接続できるようになっています。うまく接続できないときは、無理に行わずに、もう一 
度コネクタの向きや角度、形状などを確認してください。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02は無理に取り外さないでください。無理に引っ張ろうとすると故障の 
原因となります。 


インストール/アンインストール時の注意点 


L -01 C 通信設定ファイル（ドライバ）やドコモコネクションマネージャのインス!-ール/アンインストール 
時は、次の点にご注意ください。 

• インストール/アンインス I ルを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持ったアカウントで行ってください。 
それ以外のアカウントでインス!ル/アンインス!ルを行うとエラーになります。パソコンの管理者権限に関す 
る設定や操作については、各パソコンメーカまたはマイク□ソフト社にお問い合わせください。 

• インス!ル/アンインス!ルを行う前に、他のソフトウェアが稼動していないことを確認してください。稼動し 
ている場合は、ソフトウェアを終了させてから行ってください。 

■ Windows 7の場合 

「ユーザーアカウント制御」画面が表示された場合は、[はい]をクリックしてください。パソコンの管理者権限に 
関する設定や操作については、各パソコンメーカまたはマイク□ソフト社にお問い合わせください。 

■ Windows Vista の場合 

「ユーザーアカウント制御」画面が表示された場合は、[許可]または[続行]をクリックするか、パスワードを入 
力して [0 K ] をクリックしてください。パソコンの管理者権限に関する設定や操作については、各パソコンメーカ 
またはマイク□ソフト社にお問い合わせください。 
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し 01 C 通信設定ファイル（ドライバ）をインス!^ールする 


FOMA 端末とパソコンをはじめて FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）で接続する場合は、 
L -01 C 通信設定ファイルをインストールしておく必要があります。 

• L -01 C 通信設定ファイルのインストールは、必ず FOMA 端末とパソコンが接続されていない状態で開始してくださ 
し)。 

• 操作の前に、必ず「インス!ル/アンインストール時の注意点」 （ P 6) を参照してください。 

例 ： Windows 7の場合 


] L-01C 用 CD-ROM をパソコンにセツトする 

「 L -〇 1 C CD - ROM 」 画面が表示されます。 

9 「データリンクソフト•各種設定ソフト」を 
クリックする 





3 「L-01C 通信設定ファイル （USB ドライバ）」 
画面上の「インス!-ール」をクリックする 

• お使いのパソコンの環境に合ったドライバをお選びくださ 
い。 


爸 NTT ドコモ CD-ROM [データリンクソフト-各種設定ソフト]- Windows Internet Exf 

❻リ vt ▼—0 x|e- 


X 

众お気に入り | 




お TT めサイト ▼ i 



， t- フテイ （S)， ツール (Q)， ❹， 



「ーブルで接続して通信するためのソフトウ: L ア 


パソコンなどに USB 接続クーブルで接続してデータ通信を行^合《、 
FOMA のパクット定額サービス「パク•ホ'-ダイ J、r パク•ホーダイフル」® 
定額 Ji 橡外通信となりますのでご挪ください0 
詳IXは ドコモのホームページ、 もしくはドコモのカタログをご_下さい。 


S® 心》スト-ルウイザ-卜1こ従って実施してくだ巩、。 


[ 1 

■ 最新版ダウンロード 


本、刀トウエアに関す總冰、合わせ先 


■携帯電話 • 
卜-コモク、 


jpan 株式会社カス办-サ 
8:00( 土■日■祝日怒余く） 
0120-813-023 
03-5675-7323 


ータイ datalink のご案内 


FOMA 端末内のデーダ& Vノコンで編集 ■ 管理するためのソフトウェアです。以下 
のリンクから NTT ドコモホームページIこ接統 U ダウンロードて者ます。※1浓3 


4 開いたフォルダの中から rLOlCJns.exeJ をダブルクリックし、「ユーザーアカウン 
卜制御」画面で[はい]をクリックする 

• Windows Vista の場合は、「ユーザーアカウント制御」画面で[続行]をクリックします。 

• Windows XP の場合は、「ユーザーアカウント制御」画面は表示されません。 
































































5 [インストール開始]をクリックする 

インス!ル完了画面が表示されたら、 [ OK ] をクリックします。 



6 FOMA 端末とパソコンを接続する 

パソコンが FOMA 端末を認識すると、ポップアップが出てドライバがインス I ルされます。 

続いて、 L -01 C 通信設定ファイルが正しくインストールされていることを確認してください。 — P 8 
• 接続方法 — P 5 

• FOMA 端末の電源が入っている状態で接続してください。 


インストールしたし 01C 通信設定ファイル（ドライバ）を確認する 


し〇 1 C 通信設定ファイルが正しくインス!ルされていることを確認します。 

例 ： Windows 7の場合 

1 「© (スタート)」 ► 「コント□ールパネル」 ► 「システムとセキュリティ」を順にクリッ 
クする 

■ Windows Vista の場合 

「@ (スタート)」 ► 「コント□ールパネル」 ► 「システムとメンテナンス」を順にクリックします。 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「コント□—ルパネル」 ► 「パフォーマンスとメンテナンス」 ► 「システム」を順にクリックします。 

2 「デバイスマネージャー」をクリックする 

■ Windows Vista の場合 

「デバイスマネージャ」 ► [続行]を順にクリックします。 

■ Windows XP の場合 

「八ードウエア」タブをクリック ► [デバイスマネージャ]をクリックします。 


お知らせ 

• L -〇 1 C 通信設定ファイルをインス!-ールするときに、正常にインストールされない場合があります。このような 
場合は、アンインス I ルの操作を行って L -01 C 通信設定ファイルを一度削除してから、再度インス!ルして 
ください。 - P 10 


3 各デバイス表示をクリックして、インス!-ール 
されたドライバ名を確認する 

「ユニバーサルシリアルバスコント□—ラー」「ポート （COM 
と LPT )」 「モデム」の各デバイスにすべてのドライバが表示さ 
れていることを確認します。 
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Windows 7の場合 









































デバイス表示 

ドライバ名 

ユニバーサルシリアルパスコント□—ラー 

FOMAL 01 C 

ポート （ COM と LPT ) 

FOMA LO 1 C OBEX Port 

モデム 

FOMAL 01 C 


r 


FOMA 端末の通信ポート番号を確認するには 

ドコモコネクションマネージャを使わずに通信の設定を行うとき 
などに、 FOMA 端末のモデム名や通信ポート （ COM ポート）の番 
号が必要になる場合があります。デバイスマネージャ画面から確認 
する方法を説明します。 

① FOMA 端末とバソコンを接続する 

• 接続方法 — P 5 

② 「インストールした L -01 C 通信設定ファイル（ドライバ）を確認 
する」の操作1〜2を行う 

③ 「モデム」をクリック ►「FOMA L 01 CJ を選択 ► メニューバー 
から[操作] ► [プ□パティ]を順にクリック ► 「モデム」夕 
ブをクリックする 

「ポート:」の右側に FOMA 端末の COM ポ_卜番号が表示され 
ます。 


デバイスのアイコンを確認するには 

ドライパが正しくインス I ルされると、デバイスのアイコンも 
同時にインス I ルされます。 L -01 C のアイコンが正しく表示さ 
れているかどうかを確認する方法を説明します。 

• Windows XP 、 および 、 Windows Vista はデバイスアイコン 
機能には対応していません。 

① FOMA 端末とバソコンを接続する 

パソコンが FOMA 端末を認識すると、ポップアップが出てド 
ライ八'がインストールされます。 

• 接続方法 — P 5 

• FOMA 端末の電源が入っている状態で接続してください。 
© r ® (スタート)」 ► 「デバイスとプリンター」をクリックする 

パソコンのデバイスとプリンター情報が表示されます 。 FOMA 
端末のデノ （ イス情報とデノ （ イスアイコンが正しく表示されてい 
るかを確認します。 
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し 01C 通信設定ファイル（ドライバ）をアンインストールする 


L -01 C 通信設定ファイルのアンインストールが必要な場合は、次の手順で行います。 

• L -01 C 通信設定ファイルのアンインス I ルは、必ず F 0 MA 端末とパソコンが接続されていない状態で開始してく 
ださい。 

• 操作の前に、必ず「インス!ル/アンインストール時の注意点」 （ P 6) を参照してください。 

例 ： Windows 7の場合 


1 「© (スタート)」 ► 「コント□ールパネル」 ► 「プ□グラムのアンインストール」を順 
にクリックする 

「プ□グラムのアンインス I ルまたは変更」画面が表示されます。 

■ Windows Vista の場合 

「@ (スタート)」 ► 「コント□ールパネル」 ► 「プ□グラムのアンインス!ル」を順にクリックします。 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「コント□—ルパネル」 ► 「プ□グラムの追加と削除」を順にクリックします。 

2 「FOMA LOlC USB 」 を選択 ► 「アンインス!-ールと変更」をクリックする 

■ Windows Vista の場合 

「FOMA LO 1 C USB 」 を選択 ► 「アンインス!ルと変更」 ► [続行]をクリックします。 

■ Windows XP の場合 

「FOMA L 01 C USB 」 を選択 ► 「変更と削除」をクリックします。 


3 [開始]をクリックする 



4 アンインス!-ールの確認画面で [0 K ] をクリックする 

アンインス I ルが終了します。 




















「ドコモコネクションマネージャ」は、定額データ通信および従量データ通信を行うのに便利なソフトウェア 
です。 「 moperaU 」 のお申し込みや、お客様のご契約状況に応じたパソコンの設定を簡単に行うことができ 
ます。 

また、料金カウンタ機能でデータ通信量や利用金額の目安を確認することもできます。 



初期設定では表示されません。詳 
しくはドコモコネクション マネー 
ジヤのヘルプをご覧ください 


料金カウンタ 


接続/切断ボタン 


本書では、ドコモコネクションマネージャのインストール方法までをご案内いたします。 

端末を使ってインターネットに接続するためには、サービスおよびデータ通信に対応したインターネットサー 
ビスプ□バイダ （「 moperaU 」 など）のご契約が必要です。 

詳しくは、ドコモのホームページをご覧ください。 


お知らせ 

<従量制データ通信 （ i モードバケット定額サービスなど含む）のご利用について> 

• バケット通信を利用して、画像を含むホームページの閲覧、データのダウン□ー ド（例:アプリケーションや音楽- 
動画データ 、 os •ウイルス対策ソフトのアップデート）などのデータ量の多い通信を行うと、通信料が高額と 
なる場合がありますのでご注意ください。なお、本 FOMA 端末をパソコンなどに USB ケーブルで接続してデー 
夕通信を行う場合は、 FOMA のバケット定額サービス「パケ•ホーダイ」、「パケ•ホーダイフル」の定額対象 
外通信となりますのでご注意ください。 

<定額データプランのご利用について> 

• 定額データプランを利用するには、定額データ通信に対応した料金プラン • インターネットサービスプ□バイダ 
にご契約いただく必要があります。詳しくはドコモのホームページをご確認ください。 

< mopera のご利用について> 

• 接続設定方法については 「 mopera 」 のホームページをご確認ください。 
http :// www . mQpera . net / mopera / support / index.html 
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ドコモコネクションマネージャをインス I ^ールする前に 


インスI-ールの流れ 


① FOMA 端末と FOMA 充鼋機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）または FOMA USB 接続ケーブル（別売）を用 
意する 

② サービスおよびインターネットサービスプロバイダの契約内容を確認する 

③ ドコモコネクションマネージャ以外の接続ソフトがインストールされている場合は、必要に応じて自動的に起動し 
ないように設定を変更する 

• 「ドコモコネクションマネージヤ以外の接続ソフトのご利用について」 - P 12 


Internet Explorer の設定について 

本ソフトをインストールする前に 、 Internet Explorer のインター 
ネットオプションで、接続の設定を[ダイヤルしない]に設定し 
てください。 


① Internet Explorer を起動し、[ツール] ► [インターネット 
オプション]を選択する 

② [接続]タブを選択し、[ダイヤルしない]を選択する 

③ [0 K ] をクリックする 



お知らせ 

<ドコモコネクションマネージャ以外の接続ソフトのご利用について> 

本ソフトには、以下のソフトと同等の機能が搭載されているため、以下のソフトを同時にご利用いただく必要はあ 
りません。 

必要に応じて、起動しない設定への変更やアンインストールを実施してください。 

■ 同時利用いただく必要のないソフト 

• mopera U かんたんスタート 

• U かんたん接続設定ソフト 
• ド01\/^卩(3設定ソフト 

• F 0 MA バイトカウンタ 

また、本ソフトで Mzone (ドコモ公衆無線 LAN サービス）を利用する場合は、以下の公衆無線 LAN 接続ソフト 
はアンインス I ルを行ってください。 

※以下のソフトを同時にインス I ルした場合、本ソフトでの Mzone 接続はご利用いただけません。 

• U 公衆無線 LAN ユーティリティソフト 

• ドコモ公衆無線 LAN ユーティリティソフト 
• ドコモ公衆無線 LAN ユーティリテイプ□グラム 


] ドコモコネクションマネージャを使用するユーザーでログオンする 

■ Windows 7 / Windows Vista の場合 

管理者アカウントが必要です。管理者アカウント以外で□グオンしている場合は、インス!ルの途中で、ユー 
ザー名とパスワードを入力する画面が表示されます。 

■ Windows XP の場合 

Administrators グループに所属しているユーザーや「コンピュータの管理者」のユーザーで□グオンします。 


2 起動しているアプリケーションをすべて終了する 

ウイルス対策ソフトを含む、 Windows 上に常駐しているプ□グラムも終了します。 

• 例：タスクバーに表示されているアイコンを右クリックし、[閉じる]または[終了]を選択します。 
















































ドコモコネクションマネージャをインス I ^ールする 


し01 C 用 CD - ROM の案内に従ってインス I -一 
ラーを 起動する 

「インターネット接続」を選択し、「本 CD-ROM からの FOMA 
データ通信の設定方法」にある「③ドコモコネクションマネー 
ジャのインス!ル」から「インス!ル」を選択します。 



4 ▼ 电100% ▼ 



i ☆ 趙5に入り丨旮©おすすめサィ \ 
芻 NTT ドコモ CD*ROM [インターネ…1 

、▼ g Web スラィスギャラ… ▼ 

命 ▼ 0 ▼ Q # ▼ ペー SHE)， セー；75=ィ (£)▼ ツー❹， 


C&USB 捽錶々ーラ .J しの用筻 

FOMA 端末と J Vノコ'ノを接統するために FOMA 充電楢能付 USB 接統ク-プル02 1 

(別売)また IJFOMA USB 接続クーブル(牙鹿)を用意 L •ます。 

FOMA 充® SS&WUSB 接続ク-ブル 02(gl 鹿)または FOMA US 日播耪ク-プ 1 
ル（別売)はドコモシ3ップ/ドコモ取扱い店/各種お申込 • お手続きにてお求め 1 
ぃただけます。 

FOMA 通信設定ファイルは FOMAS 耑末とバソコンを接続するためのソフトウェア 1 ' 

です。 

以下の面面からインスト—ルを行って下さい。 

FOimAiJ 信铅 g ファイル (USB ドライパ) Irj 

以下の「インストール j 衫リッ: 7T るか、「最斩版ダウンロード J の卜" u^EdiHP か II 

6ドコモコネクシ！ T ノマネ—ソヤ0ウンロ-ドし、ドコモコネクシゴノマネージャ 1 1 

©インストールを行って下さい。 II 

[ _-r . っ卜-ル | 

■展折)}5歹ウレロード 

※「ィンスト-ル」砂 J ッ外故:'セキュリティの普告画面が表示される埸合 || 

があります。本管告は Internet Explorer のセキュリティの設定によって表 
承されますが、ご使用には問題ございませんので、実行してください。 

@mopera U の. - "發約 

mopera リの契約を？ Tl ていな'1、場合は、ドコモコネクシ！ T ノマネ-ジャ初回起 | 


動時こ表不される「ネ刀奠^ウィザード」 jbA お申ラなうことがで•ぎま 1 

コンピュータ ー1 保塞モード：無効 电100% ▼ 


お知らせ 

• Windows XP で、 MSXML 6 _ Wireless LAN API が環境にない場合は、ドコモコネクションマネージャをイ 
ンス I ルする前に、それらをインス!ルする必要があります。確認の画面が表示されたときは [ Install ] ボ 
タンを押して、 MSXML 6 • Wireless LAN API をインストールします。 MSXML 6 • Wireless LAN API のイ 
ンス I ル完了後、 Windows を再起動すると、自動的にドコモコネクションマネージャのインス!ルがはじ 
まります。 


2 Windows 7の場合は[はい]を 、 Windows Vista の場合は[続行]をクリックする 

• Windows XP の場合、「ユーザーアカウント制御」画面は表示されません。すぐにセットアッププ□グラムが 
起動します。 


Windows 7 

⑤ユーザーアカウント制御 @ 



Windows Vista 
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3 [次へ]をクリックする 


4 注意事項を必ず確認のうえ、[次へ]をクリツ 
クする 



r 卜•コモコネクシ3ンマネージャ j とは？ ▲ 

「ドコモコネクションマネーソャ」とは、ドコモの FOMA データ通信(定額制および從曼 g 
制)の接続を額車Iこ行う機能や、從畳データ通信の概算額を! E 握するための料金力 
ウンタなどの機能を^ッケージ化した FOMA データ通信用のソフトウェアです。『定額 
データブラン!ご契約のお客様および「從曼データブランIをご契約のお客様がご利用 
いただけます。 


L パ々ット送信料の高雄利用に聞する，ミキ竞 

■コンピュータ等に接続してデータ通信を行う場合は、 FOMA のパケット定額サービ ▼ 


レ明，） ] 


InstallShield - 

I <戻 5(B) |[ 次へ (N)> I] 厂祝伽」 


5 使用許諾契約書の内容を確認のうえ、契約内 
容に同意する場合は、[使用許諾契約の条項に 
同意します]を選択し、[次へ]をクリックす 
る 


#ドコモコネクションマネージ v 



ソフトウヱア使用許諾契約 
次の使用許諾契約春を注意深くお読みください。 


docomo 


[ソフトウェア使用許諾契約著] - 

[] 

本契約は、お客様(個人又は法人のいず TI かであるか领3いません)と、株式会社 
エヌ•ティ•ティ • ドコモ(以下「弊社」といいます)との間で締結される契約(以下、「本 
契約 J といいます)です。本契約の各条項をお読みいただき、ご同意いただいた埸合 
のみ、本ソフトウェアを:利用いただくことができるものとします。以下の条項に同意 
される場合には、「使用許諾契約の条項Iこ同意します」を選択し「次へ」ポダンを押し 
てください（「次へ J ボダ^が表示されていない埸合は「同意する J 才攻ノを押してくださ 
い〉。 


承使用許諾契約の条項に同意しま才 (A) 1 

〇使用許諾契約の条項に同意しません (D) 



4 インストール先のフォルダを確認して、[次へ] 
をクリックする 



「< 戻 5(B) 1 「次，)> I Ljtew ^ ik_J 
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7 [インストール]をクリックする 

インス I ルがはじまります。 


g [完了]をクリックする 

これでインストールは完了です。 





1 「©(スタート)」 ► 「すべてのプログラム 」 ►「NTTDOCOMOJ ►「ドコモコネクショ 
ンマネージャ」 ► 「ドコモコネクションマネージャ」を順にクリックする 


ドコモコネクションマネージャを起動します。 

■ Windows Vista の場合 

「@ (スタート)」 ► 「すべてのプ□グラム 」 ►「NTT DOCOMO 」► 「ドコモコネクションマネージャ」►「ド 
コモコネクションマネージャ」を順にクリックします。 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「すべてのプ□グラム 」 ►「NTT DOCOMO 」► 「ドコモコネクションマネージャ」 ► 「ドコ 
モコネクションマネージャ」を順にクリックします。 


9 初回起動時には、自動的に設定ウィザードが表 
示される 

以降はソフトの案内に従って操作•設定をすることで、インター 
ネットに接続する準備が整います。 

詳しくは、 f ドコモコネクションマネージャ操作マニュアル』 
をご覧ください。 
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お知らせ 


インターネットブラウザやメールソフトを終了した 
だけでは、通信は切断されません。 

通信をご利用にならない場合は、必ずドコモコネク 
シヨンマネージャの[切断する]ボタンで通信を切 
断してください。 

0 S アップデートなどにおいて自動更新を設定して 
いると自動的にソフトウェアが更新され、パケット 
通信料が高額となる場合がございますのでご注意く 
ださい。 



接続/切断ボタン 



ドコモコネクションマネージャを使用せずに、バケット通信のダイヤルアップ接続を設定する方法について説 
明します。 


接続先 （ APN ) を設定する 


パケット通信で使う接続先 （ APN ) を設定します。接続先 （ APN ) は最大11件設定でき、登録番号 （ cid ) 
で管理します。 

設定には、 AT コマンドを入力するための通信ソフトが必要です。ここでは Windows 標準添付の「八イバーター 
ミナル」を使った設定方法を説明します。 

• お買い上げ時、登録番号 ( cid ) 1には mopera . ne . jp 、 2には mopera . net 、 3には mopera . net 、 4には mpr . 

ex - pkt . net が設定されていますので、接続先を設定するときは、5〜11に設定してください。 

• Windows 7、および 、 Windows Vista は「ハイパーターミナル」に対応していません 。 Windows 7、および、 
Windows Vista で設定する場合は 、 Windows 7、および 、 Windows Vista に対応する通信ソフトをご使用くだ 
さい。設定方法については、ご使用になるソフトの取扱説明書などをご参照ください。 

•「mopera U 」 に接続する場合は、接続先番号を「*99***3#」に、 「 mopera 」 に接続する場合は、接続先番号を 
「*99***1#」にすると、簡単に 「 moperaU 」 または 「 mopera 」 を利用することができます。 

•「 moperaU 」「 mopera 」 以外の接続先 （ APN ) については、ご利用のプ□バイダまたはネットワーク管理者にお問 
い合わせください。 

例 ： Windows XP の場合 


] FOMA 端末とパソコンを接続する 

• 接続方法 — P 5 

9 「スタート」 ► 「すべてのプログラム」 ► 「アクセサリ」 ► 「通信」 ► 「ハイパーターミ 
ナル」を順にクリックする 

八イノ くー ターミナルが起動します。 


3 「名前」欄に任意の接続先名を入力 ► [0 K ] を 
クリックする 


格转®設定 15 ]® 


% 新し0接続 

名前を入力し、アイ]：/を還んで•ください： 

名前⑽： 

[FOMA 

アイコン < P : 

壽秦囑__ _肩滅 

> 



[ 0 K \ [ キゃンセル| 
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4 「電話番号」欄に実在しない電話番号 croj 
など）を入力 ► 「接続方法」に 「FOMA L 01 CJ 
と表示されていることを確認 ► [0 K ] をクリツ 
クする 

• 複数のモデム名が「接続方法」欄に表示されるときは、 
FOMA 端末のモデム名を確認して、選択してください。 

—P8 



5 接続画面で[キャンセル]をクリックする 

八イパーターミナルの入力画面が表示されます。 


6 接続先 ( APN ) を入力卜0を押す 

AT + CGDCONT =< cid>,"<PDP type >","< APN >" 0の形式 
で入力します。 


< cid >、< PDPtype >、< APN > の部分には、それぞれ次の 
情報を任意で入力してください。 

入力後、 「0 K 」 と表示されれば、接続先 （ APN ) の設定は完 
了です。 



cid 5 に PDP type が PPP、APN が XXX.com の 
接続先を登録する場合 


cid : 5 〜 11 の内の任意の番号を入力します。 

※既に cid が設定されている番号を選択した場合は、設定が上書きされますのでご注意ください。 
PDP type :接続先が対応する接続方式を PPP または IP のどちらかから選択して、で囲んで入力します。 
APN :接続先 （ APN ) を’'"で囲んで入力します。 


• 入力した文字が表示されない場合は、 ATE 10を入力してください。 


■指定した cid の接続先 （ APN ) の設定をリセットする場合 

AT + CGDC 0 NT =< cid > 0を入力します。 

■ 設定されている接続先 （ APN ) を確認する場合 

AT + CGDC 0 NT ? 0を入力します。 

7 「ファイル」 ► 「八イパーターミナルの終了」を順にクリックする 


g 切断の確認画面で[はい]をクリック►保存の確認画面で[いいえ]をクリックする 

八イパーターミナルが終了し、接続先 （ APN ) の設定が完了します。 


お知らせ 

• 接続先 （ APN ) は、 F 0 MA 端末に登録される情報のため、異なる F 0 MA 端末を接続する場合は接続先 （ APN ) 
を登録し直してください。 

• パソコンに登録されている接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、 FOMA 端末の同じ登録番号 ( cid ) に同じ接 
続先 （ APN ) を登録してください。 
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発信者番号の通知/非通知を設定する 


バケツト通信時に接続先に発信者番号を通知するかどうかを設定できます。ここでは、 AT コマンド 
(* DGP 旧コマンド — P 28) を使って、接続する前に設定する方法を説明します。 

発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際には、十分ご注意ください。 

] 「接続先 （ APN ) を設定する」 （ P 16) の操作1〜5を行う 

八イノ くー ターミナルが起動します。 


2 


発信者番号の通知(186) /非通知 （184) を 
AT コマンドで設定する 

AT * DGPIR=<n> の形式で以下のように入力します。 

入力後、 rOKJ と表示されれば、通知/非通知の設定は完了です。 
• 入力した文字が表示されない場合は、 ATE1 0 を入力してく 
ださい。 

■ 発信者番号を非通知にする場合 



AT 氺 DGP 旧 =1 0 

発信/着信応答時に自動的に 184 が付きます。 

■ 発信者番号を通知する場合 

AT 氺 DGP 旧 =2 0 

発信/着信応答時に自動的に 186 が付きます。 

国* DGP 旧コマンドによる通知/非通知の設定を初期値（設定なし）に戻す場合 


AT 氺 DGP 旧 = 〇 0 


お知らせ 

• ドコモのインターネツト接続サービス rmopera UJ または 「 mopera 」 をご利用になる場合は、発信者番号を「通 
知」に設定する必要があります。 


接続先番号による発信者番号の通知/非通知の設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定時 (P19) に接続先番号に 186 (通知）/ 184 (非通知）を付けても、発信者番 
号の通知/非通知を設定できます。 

接続先番号、および* DGPIR コマンドの各設定による発信者番号の通知/非通知の状態は以下のようになります。 


接続先番号の設定 
( cid =3 の場合） 

* DGP 旧 コマンドによる設定 

設定なし 

非通知 

通知 

* 99 * * * 3 # 

通知 

非通知 

通知 

184 * 99 * * * 3 # 

非通知（接続先番号の設定 (184) が優先されます） 

186 * 99 * * * 3 # 

通知（接続先番号の設定 (186) が優先されます） 
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ダイヤルアップネットワークの設定をする 


パソコンから通信（ダイヤルアップネットワーク）の設定をします。 

•「 moperaU 」「 mopera 」 以外に接続する場合の設定内容については、ご利用のプ□バイダまたはネットワーク管理 
者へお問い合わせください。 

例：く cid >=3 に登録されているドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 へ接続する場合 


Windows 7 で設定する場合 


1 「© (スタート)」►「コント□ールパネル」 ► r ネットワークとインターネット」 ► 「ネッ 
トワークと共有センター」を順にクリックする 

2 「新しい接続またはネットワークのセットアップ」をクリックする 
3 「ダイヤルアップ接続をセットアップします」を選択 ► [次へ]をクリックする 
4 モデムの選択画面が表示された場合は 「 F 0 MAL 01 CJ をクリックする 

モデムの選択画面は、複数のモデムが存在するときのみ表示されます。 

5 各種設定を行い、[接続]をクリックする 

• 「ダイヤルアップの電話番号」欄に接続先の番号を入力しま 
す0 

• 「接続名」欄に任意の接続名を入力します。 

• 「ユーザー名」「パスワード」の各欄にプ□バイダまたはネッ 
トワーク管理者から指定された設定を入力します。 

• rmopera UJ または 「 mopera 」 に接続する場合は、「ユーザー 
名」「パスワード」は空欄でも接続できます。 


^ 「(接続名）に接続中...」画面で[スキップ]をクリックする 

接続テストは行わずに、設定のみ確認します。 

7 [閉じる]をクリックする 
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fi r © (スタート)」►「コント□—ルパネル」 ► r ネットワークとインターネット」 ► 「ネッ 
トワークと共有センター」を順にクリックする 

〇 「アダプターの設定の変更」►作成したダイヤルアップのアイコンを選択►右クリック 
して「プロパティ」をクリックする 

|〇 「全般」タブの画面で設定を確認する 

パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合は、「接続の方法」 

欄で「モデムー FOMA L 01 CJ のみにチェックが付いていることを 
確認します（チェックが付いていない場合には、チェックします)。 

• 「ダイヤル情報を使う」にチェックが付いていないことを確認し 
ます（チェックが付いている場合は、チェックを外します)。 



|| 「ネットワーク」タブをクリック►各種設定を行う 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「インターネットプロト 
コルパージョン4 ( TCP / IPV 4)」 にチェックを付けます。 

「 QoS パケットスケジューラ」の設定は、プ□バイダまたはネット 
ワーク管理者の指定に従ってください。 

• TCP / IP を設定する場合は、[プ□パティ]をクリックします。設 
定については、プ□パイダまたはネットワーク管理者に確認して 
ください。 


國 FOMA のプロパティ 1 


全按[物ぬ[セキュリティ r ネットヮ-ク r 共有"! 

この招続は〉欠の項目を使用しま才(公 
□丄インターネットブロトコルパージョン6 (TCP/1PV6) 

□ g Microsoft ネットワーク用ファイルとブリンター共有 

□ 1¢ Microsoft ネットワ-ク用クライアント 


H ィ | S アンインストル ( jj )| 「―ブ rut モ獻 I 

説明 

伝送制御ブ〇卜]ル/インタ'-ネットブロト]ル。相互接続されたさまざまな 
ネットワーク P 占の通信を提供する、既定のワイドエリアネットワークブ□卜 
コルで•寸。 


f OK 1 I 一如リ抝レ — 1 


12 「オプション」タブをクリック ► [ PPP 設定]をクリックする 


n すべての項目のチェックを外す ► [ ok ] をクリツ 
5 クする 



] A 「オプション」タブの画面で [0 K ] をクリックする 
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Windows Vista で設定する場合 


] 「©(スタート)」►「接続先」を順にクリックする 
2 「接続またはネットワークをセットアップします」をクリックする 
3 「ダイヤルアップ接続をセツトアップします」を選択 ► [次へ]をクリックする 


4 モデムの選択画面が表示された場合は 「 F 0 MAL 01 CJ をクリックする 

モデムの選択画面は、複数のモデムが存在するときのみ表示されます。 


5 


各種設定を行い、[接続]をクリックする 

• 「ダイヤルアップの電話番号」欄に接続先の番号を入力しま 
す。 

• 「接続名」欄に任意の接続名を入力します。 

• 「ユーザー名」「パスワード」の各欄にプ□バイダまたはネッ 
トワーク管理者から指定された設定を入力します。 

• rmopera UJ または 「 mopera 」 に接続する場合は、「ユーザー 
名」「パスワード」は空欄でも接続できます。 


CS ダイヤルアップ接接をセットアップします 

インターネットサービスプ□パイタ (ISP) の^を入力します 


ダイヤルアップの電話番号⑼：|*^*** 3# 

ューザー名 Oi): [ ISP から付与されたユーザー名] 



:この接侯を€ 
f シ3ンに ct て 


振を使うことを許可する⑷ 

二、このコンピュータにアクセスがあるすぺての人がこ (7^^ を使え 

るようになります • 


6 「(接続名）に接続中画面で[スキップ]をクリックする 

接続テストは行わずに、設定のみ確認します。 

• [スキップ]をクリックしない場合、インターネットに接続されますのでご注意ください。 


「接続をセツトアップします」 
リックする 



g r @ (スタート)」 ► 「接続先」を順にクリックする 

〇 作成したダイヤルアップのアイコンを選択►右クリックして「プ□パティ」をクリツ 
クする 
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| Q 「全般」タブの画面で設定を確認する 

パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合は、「接続の方法」 
欄で「モデムー FOMA L 01 CJ のみにチェックが付いていることを 
確認します（チェックが付いていない場合には、チェックします)。 

• 「ダイヤル情報を使う」にチェックが付いていないことを確認し 
ます（チェックが付いている場合は、チェックを外します)。 


r オプション1セキュリティ I ネットワーク「共有1 


因 



囡 


0サベて®？パイスで伺じ番号轫手 u 出す 0) 

0最《]に利用で‘き5デ/彳ィス® aw イヤルす 5( a ) 






|| 「ネットワーク」タブをクリック►各種設定を行う 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「インターネットプロト 
コルバージヨン4 ( TCP / IPV 4)」 にチェックを付けます。 

「 QoS パケットスケジューラ」の設定は、プ□バイダまたはネット 
ワーク管理者の指定に従ってください。 

• TCP / IP を設定する場合は、[プ□パティ]をクリックします。設 
定については、プ□バイダまたはネットワーク管理者に確認して 
ください。 



「オプション」タブをクリック ► [ ppp 設定]をクリックする 


すべての項目のチェックを外す ► [ ok ] をクリツ 
5 クする 


Sail 


□ V 7 トウ I ア(こよ5圧箱を行う ㈨ 
〇単ーリンク招続に対してマルヂ J ン饨ネゴシエ-卜す碰 


J [ キャンセル 


|/1 「オプション」タブの画面で [ OK ] をクリックする 
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Windows XP で設定する場合 


1 「スタート」 ► 「すべてのプログラム」 ► 「アクセサリ」 ► 「通信」 ► 「新しい接続ウイ 
ザード」を順にクリックする 

9 新しい接続ウイザード画面で[次へ]をクリッ 
クする 


3 「インターネットに接続する」を選択 ► [次へ]をクリックする 



4 「接続を手動でセットアップする」を選択 ► [次へ]をクリックする 

5 「ダイヤルアップモデムを使用して接続する」を選択 ► [次へ]をクリックする 

A 「デバイスの選択」画面が表示された場合は「モデムー FOMA L 01 CJ を選択 ► [次へ] 
をクリックする 

デバイスの選択画面は、複数のモデムが存在するときのみ表示されます。 


7 nsp 名」欄に任意の名前を入力 ► [次へ]をク 
リックする 



3 「電話番号」欄に接続先の番号を入力 ► [次へ] 
をクリックする 



9 接続の利用範囲を選択 ► [次へ]をクリックする 

ユ_ザ_ の選択を任意で行 つてく ださい。 

• パソコンの設定によっては、この画面が表示されない場合があります。 
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| Q 「ユーザー名」「パスワード」「パスワードの確 
認入力」の各欄に入力 ► [次へ]をクリックす 
る 

プ□バイダまたはネットワーク管理者から指定された設定を入 
力します。 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 に接続する場合は、空欄 
でも接続できます。 



|| [完了]をクリックする 

新しく作成した接続ウィザードが表示されます。 

12 「スタート」 ► 「すべてのプログラム」 ► 「アクセサリ」 ► 「通信」 ► 「ネットワーク接 
続」を順にクリックする 


13 作成したダイヤルアップのアイコンを選択 ► 
「この接続の設定を変更する」をクリックする 


%ネ9トヮ-ク接转 1 

ファイル0編集 (£) 表示汹お気に入り⑻ツール CD 詳細設定⑽ヘルブ⑻ 

〇戾る▼©、多メ)梭索❾フォル叫國’ 

アドレス ( E )|^ ネ、)トワ-5接耪 


、 LAN または高速インターネクト 

回新しい接続を作成する 

•驢秘ィ严 

^この接続を閉始する 

1^この接続の名前を変更する 
•,3この接続を則除する 

1 1^こ®招続®設定 S 変更対 | 

□ 一*ルエリア格続 

ダィヤルア，ブ 

そ ® fife ($) 

卜〇—ルパネル 
q マイネットワ-ク 

Q マイドキュメント 
j マイコンビュータ 

n. 


| A 「全般」タブの画面で設定を確認する 

• パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合は、「接 
続方法」欄で「モデムー FOMA L 01 CJ のみにチェックを付 
けます。 

• 「ダイヤル情報を使う」のチェックを外します。 
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15 「ネットワーク」タブをクリック►各種設定を 
行ぅ 

• 「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、 

rPPP:Windows 95/98/ NT 4/200 ainte 「 net 」 を選択し 
ます。 

• 「この接続は次の項目を使用します」欄は、「インターネット 
プロトコル( TCP / IP )」にチェックを付けます。 「 QoS バケッ 
トスケジューラ」の設定は変更できません。 



]k [設定]をクリックする 


17 すべての項目のチエックを外す ► [0 K ] をクリツ 
クする 



「ネットワーク」タブの画面で [0 K ] をクリックする 



ドコモコネクションマネージャを使わない通信および通信の切断の操作について説明します。 

• 通信する前に FOMA 端末がパソコンに正しく接続されていることを確認してください。 — P 5 
• 通信するときは、設定に使用した FOMA 端末を接続してください。異なる FOMA 端末を接続した場合は、 L -01 C 通 
信設定ファイルの再インス I ) レが必要になる場合があります。 

例 ： Windows 7の場合 

1 「❹（スタート)」►「コント□ールパネル」 ► r ネットワークとインターネット」 ► 「ネッ 
トワークと共有センター」 ► 「アダプターの設定の変更」を順にクリック►設定した 
接続先のアイコンをダブルクリックする 

■ Windows Vista の場合 

「@ (スタート)」 ► 「接続先」を順にクリック►設定した接続先を選択 ► [接続]をクリックします。 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「すべてのプ□グラム」 ► 「アクセサリ」 ► 「通信」 ► 「ネットワーク接続」を順にクリック ► 
設定した接続先のアイコンをダブルクリックします。 
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「ユーザー名」「パスワード」を入力 
► [ダイヤル]をクリックする 

接続先に接続されます。 

• rmopera UJ または 「 mopera 」 に接続する場合は「ユーザー名」「パ 
スワード」の各欄は空欄のまま、[ダイヤル]をクリックしても接続 
できます。その他のプ□バイダやダイヤルアップ接続を選択した場 
合は、「ユーザー名」「パスワード」の各欄に入力し、[ダイヤル]を 
クリックしてください。 

• ユーザー名とパスワードの保存、またはパスワードの保存にチェッ 
クを付けると、次回からは入力を省略できます。 

• 0 S の種類によっては、ダイヤルアップを接続すると接続の完了画 
面が表示されます。ただし、以前に接続完了のメッセージを表示し 
ない設定にした場合は、完了画面は表示されません。 



r 


通信を切断する 


インターネットブラウザを終了しただけでは通信が切断されない場合があります。次の操作を行い、確実に切 
断してください。 


例 ： Windows 7の場合 

] パソコンのタスクトレイのダイヤルアップアイコンをクリックする 

接続状態を示す画面が表示されます。 

2 [切断]をクリックする 

通信が切断されます。 現在の接綾先： 


圃 


备ナ 




FOMA 


インターネットアクセス 
ダイヤルアップと VPN 


FOMA 


接綠み 


I 切断〇) I 


SOWLAPbg 


SOWLAPb 




ネットワークと共有センターを関く 


お知らせ 

• パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合があります。 
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パソコンで FOMA 端末の機能の設定や状態の確認を行うためのコマンド（命令）です。通常は通信ソフト 
が AT コマンドを発行するので、 AT コマンドを意識する必要はありません。独自に AT コマンドを入力して 
FOMA 端末を制御したい場合に利用します。 


AT コマンドの入力形式 


AT コマンドの入力はハイパーターミナルなどの通信ソフトのターミナルモード画面で行います。 

• ターミナルモ_ドとは、パソコンで入力された文字が通信ポートに接続されている回線に送信されるモ_ドのことを 
爪しよ 9 〇 


入力例 


ATD * 99 * * * 1 #0 

こ —リターン マーク 

-パラメータ：コマンドの内容です。 

-コマンド名 

• AT コマンドは、コマンドに続くパラメータ（数字や記号）を含めて、必ず1行で入力します。通信ソフトの夕ーミ 
ナルモード画面では、最初の文字から0の直前の文字までが n 行」になります。 AT コマンドも含めて256文字 
まで入力できます。 

• AT コマンドは、コマンドに続くパラメータも含めて、必ず半角英数字で入力してください。 

• 入力した文字が表示されない場合は、 ATE 0を入力してください。 



L -01 C Modem で使用できる AT コマンドです。 

• 以下のコマンドは、入力可能ですが機能しない無効なコマンドです。 
-AT ( AT のみ入力） 

- ATSO (自動着信するまでの呼び出し回数設定） 

- ATS 6 (ダイヤルするまでのポーズ時間設定） 

- ATS 8 (カンマダイヤルによるポーズ時間設定） 

- ATS 10 (自動切断までの遅延時間設定） 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

A / 

直前に実行した AT コマンド 
を再実行します。入力の最後 
にキヤリツジリターン （ CR ) 
の入力は不要です。 


A / 

0 K 

AT%V 

FOMA 端末のパージョンを 


AT%V 

L 01 C - 

MSM 1350- 

VXXX - XXX - XX - 

XXXX - DCM-JP 

X [XXX XX 
2010 XX : XX : XX ] 

OK 

AT & C < n > 

DTE への回路 CD 信号の動 
作条件を選択します。 

n =0 : CD は常に ON 
n = l : CD は相手モデムのキヤリ 
アに応じて変化する（初期 
値） 

AT & C 1 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

AT&D<n> 

DTE から受け取る回路 ER 信 
号がオンまたはオフへ遷移し 
たときの動作を選択します。 

n=0 : ER の状態を無視する（常 
に ON とみなします） 
n =2 :回線を切断し ER が ON か 
ら OFF に変化すると、オフ 
ラインコマンド状態になる 
(初期値） 

AT&D2 

0K 

AT&F<n> 

すべてのレジスタを工場出荷 
時の設定値に戻します。通信 
中にこのコマンドが入力され 
た場合は、回線切断の処理が 
行われます。 

n=0 のみ指定可能（省略可） 


AT&W く n> 

現在の設定値を FOMA 端末 
に記憶します。 

n=0 のみ指定可能（省略可） 

— 

AT * DANTE 

FOMA 端末の電波状態（ア 
ンテナマークの棒の本数）を 
表 TJX します0 

リザルトの書式： 

氺 DANTE:<m> 
m=0 :圏外の状態 
m=l :アンテナが◦本または1本 
表示される状態 

m=2 :アンテナが2本表示される 
状態 

m=3 :アンテナが3本表示される 
状態 

AT * DANTE 
* DANTE:3 

OK 

AT * DGP 旧 =<n> 

パケット通信時に、接続先へ 
の発信者番号の通知/非通知 
を設定します。 

本コマンドの設定は、発信時 
に有効です。 

なお、ダイヤルアップネット 
ワークの設定で、接続先の番 
号に184(非通知)/186 (通 
知）を付けても設定できます。 
— P19 

n=0 : APN の設定のまま接続 
n=l : APN に184 (非通知）を 
付加して接続 

n =2 : APN に186 (通知）を付 
加して接続 

AT 氺 DGPIR? 

:現在の設定値を表示する 

AT * DGP 旧 =◦ 

OK 

AT * DGPIR? 

* DGPIR:0 

OK 

AT 氺 DRPW 

FOMA 端末の受信電力指標 
値を表示します（最小値〜最 
大値：〇〜75)。 


AT 氺 DRPW 
氺 DRPW:25 

OK 

AT+CACM= "く pas 
swd>" 

FOMA 力ー ドに記録される 
累積課金の値をリセットしま 
す。 

passwd:PIN2 コード 
入力した PIN2 コードが正しかった 
場合は、累積課金の値をリセットし 
ます。 

(PIN2 コードとして 
鬥234」を入力） 
AT+CACM ゴ1234” 
OK 

AT+CBC 

FOMA 端末の電池残量を表 

リザルトの書式： 

+ CBC:<bcs>，<bcl> 
bcs=0: 電池パックより電源が供 
給されている状態 
bcs=l :電池パックより電源が供 
給されていない状態 
bcs=2 : FOMA 端末に電池パッ 
クが接続されていない状 
首琴 

bcs=3 :電源供給エラーによる 
FOMA 端末から発信不 
可の状態 

bcl :電池残量を◦〜1◦◦の 

数値で表示する 

AT+CBC 
+C 巳 C: 0,70 

OK 

AT+CGDCONT 

パケット通信の接続先 
(APN) を設定します。 

P34 をご参照ください。 

P34 をご参照ください。 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

AT+CGEQMIN 

PPP パケット通信の接続確 
立時にネットワーク側から通 
知される QoS (サービス品 
質）を許容するかどうか判定 
する基準値を登録します。 

P34 をご参照ください。 

P35 をご参照くださ U 

AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信時 
にネットワーク側へ要求する 
QoS (サービス品質）を設定 
します。 

P35 をご参照ください。 

P35 をご参照ください。 

AT+CGMR 

FOMA 端末のパージョンを 


AT+CGMR 

XXXXXXXXXXX 

XXXXX 




0K 

AT+CGREG=<n> 

ネットワークへの登録状態を 
通知するかどうかを設定しま 
す。ネットワークから応答さ 
れる通知情報に応じて圏内ま 
たは圏外を表示します。 

n=0 :通知なし（初期値） 
n=l :通知あり 

圏内/圏外が切り替わると 
通知する 

AT+CGREG=1 

OK 

(通知ありに設定した 
場合） 



AT+CGREG? 

:現在の状態を表示する 

AT+CGREG? 
+CGREG: 1，0 



リザルトの書式： 

+CGREG: く n>， く stat> 
n :通知のあり/なしの現在の設 
定値を表示する 
stat=0 :パケット通信圏外 
stat=l :パケット通信圏内 
stat=4 :不明 

stat=5 :パケット通信圏内 （口一 
ミ ング時） 

0K 

(バケツト通信圏外の 
場合） 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表 


AT+CGSN 

XXXXXXXXXXX 

XXXX 




OK 

AT+CMEE=<n> 

FOMA 端末の エラー レポ ー 
卜の有無を設定します。 

n=0 :通常の ERROR リザルトを 
用いる（初期値） 

n= l : +CME ERROR:<err> U 
ザルトコードを使用し、 
<e「「> は数値を用いる 
n =2 : +CME ERROR: く e「「> リ 
ザルトコードを使用し、 
<e「「> は文字を用いる 
AT+CMEE? 

:現在の設定値を表示する 
右記は誤った PIN ロック解除コー 
ド、および PIN 1/PIN2 コードを 
入力した場合の表示例です。 

AT+CMEE=0 

OK 

AT+CPIN="123 
45678"," 1234" 
ERROR 

AT+CMEE=1 

OK 

AT+CPIN ゴ 123 
45678"," 1234" 
+CME ERROR : 

16 




AT+CMEE=2 

OK 




AT+CPIN="123 
45678 V ， 1234" 
+CME ERROR : 
incorrect 
password 


29 













AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号 

リザルトの書式： 

AT+CNUM 


を表示します。 

+ CNUM :，< numbe 「>，< type > 
number :自局電話番号 
type =129 

:電話番号に「+」（国際アクセス 
コード）を含まない 
type = l 45 

:電話番号に「+」（国際アクセス 
コード）を含む 

+ CNUM :,"090 XX 

XXXXXXM 29 

OK 

AT+CPAS 

FOMA 端末への制御信号が 

リザルトの書式： 

AT+CPAS 


使用できる状態かどうかを表 

+ CPAS : く pas > 
pas 

◦: FOMA 端末への制御信号の送受 
信が可能 

+ CPAS :0 

OK 

AT + CPIN ="< pin >" 

FOMA 端末に PIN コードを 

PIN 1/ PIN 2 /PIN □ック解除コー 

AT + CPIN ? 

[,"< newpin >"] 

入力します。 

ドを入力します。 

AT + CPIN ? 

: PIN 1 または PIN 2 コードの状 
態を示します。リザルトコード 
につし)ては P 36 を参照してくださ 
い0 

※ AT + CPIN によって PIN 認証は 
可能ですが、 FOMA 端末には表 
示されません。ご注意ください。 

+CPIN : SIM PIN 

OK 

CPIN 1 または PIN 2 
コードとして n 234」 
を入力） 

AT + CPIN ゴ 1234" 

OK 

(PIN ロック解 
除コードとして 
「12345678」、新し 
い PIN 1 または PIN 2 
コードとして n 234」 
を入力） 

AT + CPIN ="123 
45678 V ， 1234" 

OK 

AT + CPUC ="< cu 「「 

FOMA 力ー ドの通貨テーブ 

passwd : PIN 2 コード 

( PIN 2 コードとして 

ency >"；'< ppu >"[；' 

ルを書き換えます。 


鬥234」を入力） 

< Passwd >"] 


※入力した PIN 2 コードが誤って 
いた場合は、 「 ERROR 」 が表示 
されます。 

AT + CPUC ? 

:現在の設定値を表示する 

AT+CPUC 

=" YEN ","0.2","12 

34" 

OK 

AT + CPUC ? 

+ CPUC :" YEN ", 

"0.2" 

OK 

AT+CPUC =? 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CREG =< n > 

圏内/圏外情報の表示に関す 

n =0 :通知なし（初期値） 

AT + CREG =1 


るリザルト表示の有無を設定 

n = l :通知あり 

OK 


します(パソコンの 0 S によつ 

圏内/圏外が切り替わると 

(通知ありに設定） 


ては設定できない場合があり 
ます)。 

通知する 

AT + CREG ? 



AT + CREG ? 

+ CREG : 1，0 



:現在の状態を表示する 

0 K 



リザルトの書式： 

+ CREG :< n > ，く stat > 

(圏外の場合） 



n :通知のあり/なしの現在の設 

+ CREG :! 



定値を表示する 

(圏外から圏内に移動 



stat =0 :音声圏外 
stat = l :音声圏内 
stat =4 :不明 

stat =5 :音声圏内 （□ ミング時） 

した場合） 

AT + FCLASS =< n > 

FOMA 端末がサボートする 

n=0 :データのみサボート（初期 

AT + FCLASS =0 


通信種別を設定します。 

値） 

OK 



AT + FCLASS ? 




:現在の設定値を表示する 


AT+GCAP 

FOMA 端末の AT コマンドの 

— 

AT+GCAP 


サボート能力を表示します。 


+ GCAP :+ CGSM , 

+ FCLASS.+W 




OK 

AT+GMI 

製造元名を表示します。 

— 

AT+GMI 

LG Electronics Inc 




OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名を表示 

— 

AT+GMM 


します。 


FOMA L 01 C 




OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージョンを 

— 

AT+GMR 


表 7] T します0 


L 01 C - 

MSM 1350- 

vxxx - xxx - xx - 

XXXX - DCM-JP 

X [XXX XX 
2010 XX : XX : XX ] 




OK 

AT + IFC =< n >，< m > 

フロー制御方式を設定しま 

n : DCE by DTE 

AT + IFC =2,2 


す。 

m : DTE by DCE 

OK 



< n >,< m > のパラメータ 

AT + IFC ? 



0: フロー制御なし 

+ IFC : 2,2 



| : X 0 N / X 0 FF フロー制御 

2: RS/CS ( RTS / CTS ) フロー芾 IJ 

OK 



御（初期値） 




AT + IFC ? 




:現在の設定値を表示する 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

AT+WS46=<n> 

FOMA 端末が使用する無線 
ネットワークを設定します。 

n=12:GSM 
n=22:3G (W-CDMA) 
n=25: 自動切り替え（初期値） 

AT+WS46? 

:現在の設定値を表示する 

AT+WS46=22 

ERROR 

AT+WS46? 

25 

OK 

AT¥S 

現在設定されている各コマン 
ド、 S レジスタの内容を表示 
します。 


AT¥S 

El QO VI X4 

&C1 &D2 

S000=000 

S003=013 

S004=010 

S005=008 

S006=005 

S007=060 

S008=003 

SO10=001 

OK 

ATD 

発信処理を行います。 

入力の書式： 

ATD 氺99氺氺氺 < cid># 
cid:+CGDCONT コマンドで設定 
した APN の登録番号 （cid) を1 
〜11で入力します。 

- cid を省略して 「ATD*99 林*#」 
と入力すると、自動的に cid 1に 
登録されている APN に発信さ 
れます。 

ATD*99***3# 

CONNECT 

ATE<n> 

コマンドモードのときに DTE 
に対するエコーバックの有無 
を指定します。 

n=0 :エコーバックなし 

n=l :エコーバックあり（初期値） 

ATE1 

OK 

ATI<n> 

認識コードを表示します。 

n=0 : 「NTT DoCoMo」 を表示す 
る 

n=l :製品名を表示する 
n=2 : FOMA 端末のバージョンを 
表爪す^© 

n=3: ACMP 信号の各要素を表示 
する 

n=4: FOMA 端末の通信機能の詳 
細を表示する 

ATIO 

NTT DoCoMo 

OK 

ATI1 

FOMA L01C 

OK 

ATQ<n> 

DTE へのリザルトコードを 
表示するかどうか設定しま 
す。 

n=0 :表示する（初期値） 
ri— 1-表7]\しない 

ATQO 

OK 

ATQ1 

(このとき、 「0K」 は 
表示されない） 

ATS3=<n> 

キャリッジリターン （CR) 
キャラクタを設定します。 

n=13 :初期値 （13 のみ設定で 
きます） 

ATS3? :現在の設定値を表示する 

ATS3=13 

OK 

ATS3? 

013 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

ATS4=<n> 

ラインフィード （LF) キヤラ 
クタを設定します。 

n=10 :初期値 （1 ◦のみ設定で 
きます） 

ATS4? :現在の設定値を表示する 

ATS4=10 

OK 

ATS4? 

010 

OK 

ATS5= く n> 

バックスペース (BS) キヤ 
ラクタを設定します。 

n=8 :初期値 （8 のみ設定できま 
す） 

ATS5? :現在の設定値を表示する 

ATS5=8 

OK 

ATS5? 

008 

OK 

ATV く n> 

すべてのリザルトコードの表 
示を数字または英文字に設定 
します。 

n=0: リザルトコードを数値で表 
示する 

n=l :リザルトコードを文字で表 
示する（初期値） 

ATV1 

OK 

ATX<n> 

接続時の CONNECT 表示 
に速度表示の有無を設定しま 
す。また、ビジートーン、ダ 
イヤル!-ーンを検出します。 

n=0: ビジートーン検出なし、 
ダイヤル!ン検出なし、 
速度表 7K なし 

n=l :ビジートーン検出なし、 
ダイヤル!ン検出なし、 
速度表示あり 

n =2 ビジートーン検出なし、 
ダイヤル!ン検出あり、 
速度表示あり 

n=3: ビジートーン検出あり、 
ダイヤル!ン検出なし、 
速度表示あり 

n=4: ビジートーン検出あり、 
ダイヤル!ン検出あり、 
速度表示あり（初期値） 

ATX1 

OK 

ATZ 

AT コマンドの設定を、不揮 
発メモリの内容にリセットし 
ます。通信中にこのコマンド 
が入力された場合は、設定は 
リセットされません。 


ATZ 

OK 
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AT コマンドの補足説明 


■ コマンド名： + CGDCONT = [パラメータ] 

• 概要 

パケット発信時の接続先 （ APN ) の設定を行います。 

本コマンドは設定コマンドですが、 & F によるリセットは行われません。 

• 室ず 

+ CGDCONT = [< cid > [ ,"<PDP type >" [ ,"< APN >"]]] 

• パラメータ 説明 
< cid > 5 S 1 : 1 〜 11 
< PDP type > 1 气 : PPP または IP 
く APN / 3 :任意 

※1 < cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。本 FOMA 端 
末では1〜11が登録できます。 

なお、く cid>=l にはく PDP _ type >= PPP , く APN >= mope 「 a . ne . jp 、 く cid >=2 にはく PDP _ 
type >= PPP , く APN >= mope 「 a . net 、< cid >=3 には く PDP _ type >= IP , く APN >= mope 「 a . net 、 

く cid >=4 にはく PDP _ type >= PPP ,< APN >= mp 「. ex - pkt . net が初期値として登録されています。 

※2 < PDP type > は、パケット通信の接続方式です。接続先が対応する接続方式を PPP または IP のどちら 
かから選択して入力します。 

※巳 < APN > は、接続先を示す接続先ごとの任意の文字列です。 

• コマンド実行例 

abc という APN 名を登録する場合のコマンド （ cid 5 に登録する場合） 

AT + CGDC 0 NT =5," IP "," abc " 

OK 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT + CGDCONT = 

:すべてのく cid > を初期値に戻します。 

AT + CGDCONT =< cid > 

:指定された < cid > を初期値に戻します。 

AT + CGDCONT =? 

:設定可能な値のリスト値を表示します。 

AT + CGDCONT ? 

:現在の設定を表示します。 

■ コマンド名： + CGEQMIN = [パラメータ] 

• 概要 

バケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS (サービス品質）を許容するかどうかの判定基準値を 
登録します。 

本コマンドは設定コマンドですが、 & F によるリセットは行われません。 

• 書式 

+ CGEQMIN = [< cid > [，，く Maximum bitrate UL > [ ，く Maximum bitrate DL >]]] 

• パラメータ説明 

<cid>w :1 〜 11 

〈Maximum bitrate UL >^ 2 :なし（初期値）または384 
く Maximum bitrate 口し〉※ 2 :なし(初期値)または7,232 

※ l < cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 

※2 く Maximum bitrate UL > およびく Maximum bitrate DL > は、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下り 
最大通信速度 [ kbps ] の設定です。なし（初期値）の場合はすべての速度を許容しますが、384および7,232 
を設定した場合はこれらの値以外での速度の接続は許容しないため、バケツト通信が接続できない場合があ 
りますのでご注意ください。 


34 




• コマンド実行例 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド （ cid が2の場合） 

AT + CGEQMIN =2 

OK 

(2) 上り 384 kbps / 下り7,232 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （ cid が2の場合） 
AT + CGEQMIN =2” 384,7232 

OK 

(3) 上り 384 kbps / 下りはすべての速度を許容する場合のコマンド （ cid が2の場合） 
AT + CGEQMIN =2，，384 

OK 

(4) 上りすベての速度/下り7,232 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （ cid が4の場合) 
AT + CGEQMIN =4,„7232 

OK 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT + CGEQMIN = 

:すべての < cid > を初期値に戻します。 

AT + CGEQMIN =< cid > 

:指定された < cid > を初期値に戻します。 

AT + CGEQMIN =? 

:設定可能な値のリスト値を表示します。 

AT + CGEQMIN ? 

:現在の設定を表示します。 

■ コマンド名： + CGEQREQ = [パラメータ] 

• 概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 

次のコマンド実行例に記載されている1種類のみ設定でき、初期値としても設定されています。 

本コマンドは設定コマンドですが、 & F によるリセットは行われません。 

參奎 1 eT 

+ CGEQREQ = [< cid >] 

• パラメータ説明 
< cid >^ :1〜11 

は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 

• コマンド実行例 

上り 384 kbps /下り7,232 kbps の速度で接続を要求する場合のコマンド （ cid が2の場合） 
AT + CGEQREQ =2,2, 384,7232 
OK 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT + CGEQREQ = 

:すべてのく cid > を初期値に戻します。 

AT + CGEQREQ =< cid > 

:指定された < cid > を初期値に設定します。 


エラーレポートー覧 


数字表示 

文字表示 

理由 

15 

SIM wrong 

FOMA 力ード以外の SIM ( NTT ドコモ以外の 1 C 力ード）が 
挿入されています。 

16 

incorrect password 

パスワードが誤っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 
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リザルトコード 


■リザルトコードー覧 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0 K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信しています。 

3 

NO CARRIER 

回線が切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることができません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤル1-ーンが検出できません。 

7 

BUSY 

話中音検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了（タイムアウト） 

100 

RESTRICTION 

ネットワークが規制中です。 


お知らせ 

• ATVn コマンド ( P 33) が n=l に設定されている場合は文字表示（初期値)、 n =0 に設定されている場合は数 
字表示でリザルトコードが表示されます。 


■ AT + CPIN ? のリザルトコード 


FOMA 端末の状態 

リザルトコード 

入力待ち 

+ CPIN:SIM PIN ( PIN 1 コードの場合） 

+ CPIN:SIM PIN 2 ( PIN 2 コードの場合） 

PIN □ック解除コード入力待ち 

+ CPIN:SIM PUK ( PIN 1 コードの場合） 

+ CPIN:SIM PUK 2 ( PIN 2 コードの場合） 

PIN コード認証済み 

+ CPIN:READY 

不適切なコマンドが入力された状態 

+CME ERROR:operation not allowed 

コマンド誤入力 

ERROR 
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